
ごあいさつ 

11 月定例議会で審議した令和６年 11 月補正予算は、一般会計で約３億 8,800 万円の増額となり 

ました。主な内容としては、新庁舎整備事業やごみ処理広域化処理施設整備事業について、建設資材

の高騰に対応するため編成したものです。 

この秋、おかやまアーツフェスティバル 2024 や岡山マラソンをはじめとする様々なイベントが 

開催され、岡山市が賑わいました。特に岡山マラソンでは、私もファンランで参加させていただき、

参加された皆さんと楽しく走ることができました。今後も岡山市が活気づき、住みよい街となるよう

取り組んで参りますので、皆さんから引き続きのご支援を賜りますよう、よろしくお願いします。 
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Ｑ．岡山市環境基本計画について、令和７年度が

最終年度となっております。現状に対する評価と

課題についてお聞かせください。 

また、新たな計画策定までのスケジュールを 

お示しください。 

Ａ．現行の環境基本計画は平成 23 年に策定して

いますが、環境分野を取り巻く社会の変化は 

早く新しい環境課題に対応できていない状況と

なっています。このため、次期計画の策定に 

当たっては、計画期間中に大きな変化が予想 

される環境情勢に柔軟に対応できるよう適宜 

見直しをはかることが可能な構成となるように

検討しています。 

 新たな計画の策定スケジュールについては、

令和６年度より計画の策定に着手しています。

パブリックコメント等による市民のご意見や、 

審議会・市議会のご意見を踏まえ令和７年度末

までに作成したいと考えております。 

(見平孝行 環境局長) 

再生可能エネルギーの導入目標ついて 

Ｑ．岡山市脱炭素ロードマップへ、再生可能エネ

ルギーの導入目標について記載されています。 

活動内容や達成状況についてお示しください。 

Ａ．導入目標として、令和 12 年度に約 483 メ

ガワットの数値を掲げていますが、令和５年度

末時点で約 375 メガワットとなっています。今

後も引き続き導入拡大に向けた普及啓発や補助

事業に取り組むとともに先進技術が実用化した 

際には率先して導入を検討したいと考えており

ます。         (見平孝行 環境局長) 
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～ ホームゲーム日程 ～ 

日時 対戦相手 

３／２(日) 14:00～ 清水エスパルス 

３／16(日) 14:00～ 川崎フロンターレ 

３／29(土) 12:55～ 横浜Ｆ・マリノス 

４／６(日) 13:00～ ＦＣ東京 

４／20(日) 14:00～ 鹿島アントラーズ 

４／29(火) 14:00～ 東京ヴェルディ 

５／18(日) 15:00～ アルビレックス新潟 

５／25(日) 13:00～ ＦＣ町田ゼルビア 

６／15(日) 18:00～ アビスパ福岡 

７／５(土) 18:55～ サンフレッチェ広島 

７／20(日) 19:00～ ヴィッセル神戸 

８／17(日) 18:00～ 柏レイソル 

８／23(土) 19:00～ 湘南ベルマーレ 

祝Ｊ１昇格！ファジアーノを応援しよう！ 

 2024 年 12 月７日に開催されました２０２４ Ｊ１昇格プレーオフ決勝にて、ファジアーノ岡山が 

見事に勝利を挙げ、2004 年の設立以降、初のＪ１昇格を果たしました。また、２月 15 日に開催された

Ｊ１リーグ初戦では、２対０と初勝利を飾りました。 

ファジアーノ岡山の活躍は、岡山に活気をもたらしてくれています。みなさんも是非、スタジアムに

足を運んで応援していただき、一緒にチームを盛り上げましょう！ 

岡山環状道路 外環状線の計画について 

Ｑ．岡山環状道路 外環状線の計画について、 

道路整備が行われていますが、現在渋滞をして 

いる箇所はどこかお示しください。また、そう 

いった渋滞箇所を確認し、優先順位をつけて 

計画的に進めていただきたいと考えていますが

いかがでしょうか。 

Ａ．外環状線未供用区間については、岡山赤穂線

の事業を進めておりますのでこれを着実に進め

ていくことが最優先と思っております。 

 一方、現在供用中の外環状線のうち、県道岡山

玉野線の岡南大橋あたりから東の江並交差点の

区間については、慢性的な渋滞が発生している

ことを認識しております。要因としては、この 

区間の車線数が交通量に対して不足している 

ことが考えられるため、今年度からこの区間を

対象に車線数を増やす設計に着手している 

ところです。この設計が終わりましたら順次工

事を進めることとなりますが、現在発生して 

いる慢性的な渋滞の緩和に大きく寄与すると 

考えております。  (今井洋孫 都市整備局長) 


